
今
日
の
控
臍
祀
合
に
於
て
、
表
的
な
る
交
換
手
段
又
は
購
買
手
段
と
し
て
廣
く
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
通
貨
又
は
貸
簡
に
は
、
鋳
 
 

貸
・
政
府
紙
幣
・
銀
行
券
の
如
き
諸
形
態
の
現
金
通
貨
の
外
に
預
金
通
貨
又
は
預
金
貸
衛
（
d
e
p
O
S
i
t
 
c
u
3
n
C
句
O
r
 
d
の
p
O
S
i
t
 
 

m
O
n
e
y
）
と
科
せ
ら
れ
る
も
の
が
布
衣
す
る
。
預
金
を
最
も
早
く
貨
幣
と
看
倣
し
た
の
は
、
ダ
ン
パ
ー
で
あ
る
と
富
は
れ
て
ゐ
る
 
 

が
、
叫
預
金
通
貨
な
る
名
稲
は
主
と
し
て
小
切
手
或
は
振
替
請
求
書
を
振
出
し
得
る
基
礎
た
る
銀
行
の
要
求
彿
預
金
即
ち
常
座
預
金
 
 

に
封
し
で
附
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
之
れ
が
た
め
に
銀
行
貨
幣
（
b
a
n
k
m
。
n
e
y
）
、
或
は
帳
滞
貨
幣
又
は
記
 
 

帳
貨
幣
（
浮
c
h
g
色
合
m
O
n
n
a
i
e
s
c
思
1
u
邑
e
）
、
或
は
更
に
振
替
貨
幣
・
（
G
首
g
監
）
と
い
ふ
如
き
名
群
が
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
 
 

而
し
て
常
慮
預
金
は
今
日
に
於
て
も
預
金
通
貨
の
主
要
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
小
切
手
或
は
振
替
請
求
腎
其
他
の
支
彿
指
閲
雷
を
振
 
 

出
し
得
る
要
求
挽
預
金
は
必
し
も
首
座
預
金
に
限
ら
れ
て
ゐ
な
い
か
ち
、
‥
振
替
郵
便
貯
金
や
其
他
之
れ
に
僻
す
る
預
金
藩
含
め
得
る
 
 

も
の
で
あ
る
。
只
以
下
に
於
て
は
便
宜
上
首
座
預
金
を
中
心
と
し
て
鱒
ペ
る
。
 
 
 

高
松
高
等
商
業
拳
校
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
論
文
集
 
 

預
金
通
貨
ミ
其
の
賓
髄
 
 

言
 
 

小
 
川
 
感
 
太
 
郎
 
 

一
国
六
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借
て
、
甥
金
通
貨
の
中
、
銀
行
券
に
就
小
て
は
之
れ
を
貨
幣
と
見
る
か
届
か
に
閲
し
で
曾
っ
七
論
争
が
盛
ん
で
あ
．
つ
た
が
、
最
近
 
 

に
於
て
は
、
其
の
藷
事
は
未
だ
賂
結
し
た
と
は
雷
へ
な
い
に
じ
て
も
、
そ
れ
を
貨
幣
と
す
る
見
解
が
支
配
的
で
あ
る
。
去
れ
に
封
し
 
 

て
預
金
通
貨
に
就
い
て
は
、
之
れ
を
貨
幣
と
見
る
か
否
か
に
就
い
て
肯
定
簸
と
否
定
説
と
が
封
宜
し
て
ゐ
る
の
み
な
ら
す
、
骨
定
説
 
 

の
立
場
に
於
て
も
、
何
を
以
て
預
金
通
貨
と
見
る
か
、
即
ち
預
金
憩
貨
の
鸞
鰹
に
就
い
て
定
説
が
舶
…
い
C
謂
は
ヾ
銀
行
券
に
戯
い
て
 
 

そ
れ
が
貨
幣
な
‘
り
や
否
や
の
論
率
は
」
今
日
で
は
預
金
通
貨
の
方
入
移
動
し
た
感
が
あ
り
、
共
の
質
餞
如
何
の
開
祖
と
共
に
未
だ
意
 
 

見
の
叫
致
を
見
て
ゐ
な
い
と
富
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
 
 
 

此
の
小
篇
は
、
職
能
主
義
的
立
場
に
於
て
、
先
づ
預
金
通
貨
の
否
定
説
中
の
有
力
な
る
訟
と
見
ら
れ
る
も
の
に
就
い
て
其
の
論
壕
 
 

を
批
評
し
て
、
預
金
通
貨
の
肯
定
し
得
る
理
由
を
述
べ
、
次
に
預
金
通
貨
流
通
の
根
接
に
就
い
て
少
し
く
述
べ
、
最
後
に
預
金
通
貨
 
 

の
葦
髄
如
何
に
関
す
る
諸
櫨
の
見
解
の
中
、
最
も
安
富
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
は
何
れ
の
詮
で
あ
る
か
を
瞼
討
す
る
た
め
、
此
 
 

の
賛
鰻
の
間
儲
を
主
と
し
で
取
扱
っ
た
滝
の
で
あ
る
カ
 
 

m
 
山
崎
兜
次
郎
 
若
干
の
他
見
鮮
問
題
 
二
〇
入
京
。
 
 

預
金
通
貨
の
肯
定
詮
と
香
定
説
と
の
分
岐
す
る
所
以
は
、
主
と
し
て
は
貨
幣
本
質
槻
の
蘭
速
、
或
は
貨
幣
の
潜
む
多
く
の
職
能
の
 
 

中
最
も
盈
要
な
る
も
の
如
何
に
就
い
て
の
見
解
の
相
達
で
あ
つ
で
、
特
に
預
金
通
貨
否
定
説
は
、
或
は
金
願
主
義
的
立
場
に
於
て
預
 
 

金
通
貨
は
他
財
の
底
値
測
定
の
意
味
に
於
け
る
慣
値
尺
度
の
鵜
能
を
営
み
得
ざ
る
が
故
に
之
れ
を
否
定
す
る
。
或
は
同
じ
く
余
慶
主
 
 

預
金
通
貨
と
其
の
賛
鰭
 
 

七
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義
的
立
場
に
於
て
、
或
は
名
目
主
義
的
又
は
職
能
主
義
的
立
場
に
於
て
も
、
預
金
通
貨
は
一
般
的
交
換
手
段
た
る
機
能
を
鹿
み
得
ざ
 
 

る
こ
と
を
其
の
論
墟
と
し
て
香
定
せ
ら
れ
る
。
飼
其
他
に
、
預
金
通
貨
は
決
定
文
彿
手
段
で
な
い
が
故
に
、
或
は
貨
幣
論
求
樺
に
過
 
 

ぎ
な
い
が
故
に
、
貨
幣
に
非
や
と
す
る
見
解
も
存
す
る
。
斯
く
の
如
く
粒
々
の
論
藻
が
畢
げ
ら
れ
る
が
、
今
此
魔
に
は
貨
幣
の
本
質
 
 

枇
の
相
違
よ
り
見
た
る
肯
定
否
定
繭
森
の
論
擁
に
就
い
て
山
々
詳
述
す
る
こ
と
を
智
者
す
る
。
（
譲
二
）
 
只
だ
否
定
説
の
申
に
於
て
最
 
 

も
有
力
と
思
は
れ
る
も
の
は
、
貨
幣
の
営
む
最
も
登
要
な
る
職
能
と
考
へ
ら
る
ゝ
仙
般
的
交
換
手
段
た
る
こ
と
が
、
預
金
通
貨
に
就
 
 

い
て
は
認
め
ら
れ
得
な
い
と
い
ふ
詮
で
あ
る
。
即
も
そ
れ
は
其
の
否
定
の
主
に
る
理
由
を
、
預
金
通
貨
は
之
れ
を
小
切
手
と
見
る
場
 
 

合
に
於
て
は
仙
般
的
授
受
性
を
炊
き
、
叉
之
れ
を
掛
金
と
見
る
場
合
に
於
て
は
、
銀
牌
物
で
あ
る
か
ら
議
渡
性
を
快
く
ま
い
ふ
鮎
に
 
 

遅
く
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
我
固
に
於
て
否
定
説
を
採
る
単
著
が
、
預
金
通
貨
を
貨
幣
に
非
や
と
す
る
の
も
主
と
し
て
之
等
の
鮎
に
 

基
く
も
の
で
あ
る
。
（
註
二
）
 
そ
こ
で
以
下
l
こ
於
て
は
、
之
撃
の
香
定
説
の
虐
た
る
理
由
に
封
し
て
預
金
通
貨
が
貨
幣
と
見
ら
れ
侮
 
 

る
理
由
を
兜
づ
述
べ
、
偶
因
金
遡
贋
は
貨
幣
論
求
樵
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
見
解
に
就
い
で
も
後
に
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
 
 
 

（
註
こ
 
貨
幣
の
本
質
親
よ
り
見
た
る
肯
定
説
及
び
否
定
説
の
詳
細
セ
る
研
究
に
就
い
七
は
、
中
谷
貸
氏
の
「
新
金
融
理
論
j
特
に
一
七
－
四
 
 

〇
真
金
照
。
 
 
 

（
註
二
）
例
へ
ば
、
牧
野
博
士
は
「
所
謂
預
金
箆
衛
視
を
肯
定
し
か
ね
る
爵
忘
理
由
は
、
化
見
解
の
範
囲
を
無
闇
物
忙
ま
で
及
ぼ
す
と
と
軋
、
 
 

箆
俸
の
本
性
に
反
す
る
か
ら
で
あ
る
。
多
く
の
預
金
貨
幣
論
者
が
、
斑
衛
た
る
 

ら
、
而
し
て
此
の
性
能
あ
る
が
琴
に
、
斑
衝
は
財
貨
交
換
の
媒
介
具
た
る
の
職
能
を
仝
シ
ナ
る
こ
と
が
出
来
る
と
解
し
な
が
ら
、
銀
行
預
金
の
 
 

や
う
K
無
條
件
忙
流
通
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
無
形
醍
を
貨
幣
と
し
て
承
認
す
る
こ
と
は
、
如
何
に
も
了
解
し
得
な
い
と
と
で
思
る
。
」
と
雷
 
 
 

高
松
高
称
商
業
掛
校
紀
元
二
千
六
官
牢
記
念
論
文
集
 
 

一
四
八
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は
れ
る
。
（
「
鑑
簡
単
の
蟹
託
的
研
究
」
叫
〓
二
寛
）
。
倍
、
間
藤
こ
こ
五
貰
1
〓
叫
八
東
。
高
垣
寅
次
郎
「
銀
行
論
」
六
三
貫
参
照
。
 
 

T
 

私
は
、
貨
幣
の
本
質
は
貨
幣
と
し
で
の
職
能
の
中
に
求
む
べ
′
き
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
立
場
に
於
て
、
貨
幣
の
営
む
多
く
の
職
能
の
 
 

申
に
於
て
も
、
財
貨
を
獲
得
或
は
購
買
し
得
る
手
段
だ
る
定
時
に
於
け
る
仙
般
的
交
換
手
段
た
る
職
能
が
、
貨
幣
の
最
も
根
本
的
或
 
 

は
本
質
的
ぢ
る
職
能
で
あ
る
と
思
ふ
。
貨
幣
は
此
の
職
能
を
営
む
が
敬
に
、
慣
低
を
持
ち
仙
般
的
購
買
力
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
 
 

と
考
へ
る
。
傭
、
之
れ
に
封
し
て
「
般
的
支
梯
手
段
た
る
こ
と
が
貨
幣
の
根
本
的
職
能
な
り
と
す
る
見
解
が
あ
ら
、
叫
般
的
文
細
字
段
 
 

と
冨
ふ
義
弘
に
伐
つ
で
、
物
と
の
交
換
の
場
合
と
資
本
の
移
植
■
貸
借
・
返
臍
針
如
き
場
合
と
に
於
け
る
貨
幣
の
職
能
を
包
括
し
て
 
 

示
す
こ
と
が
安
富
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
。
山
之
れ
に
就
て
 

的
玄
孫
手
段
た
る
職
能
を
も
営
み
得
か
と
考
へ
る
品
 
薇
つ
で
後
述
す
る
桝
に
於
で
、
預
金
通
貨
が
支
排
決
癖
の
手
段
と
成
る
と
昔
 
 

ふ
こ
と
が
ぁ
つ
て
も
、
そ
れ
は
二
軍
交
換
手
段
た
る
職
能
ょ
り
も
根
本
的
或
は
そ
れ
と
封
等
的
な
職
能
と
見
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

惰
て
一
般
的
交
換
手
段
た
る
職
能
が
貨
幣
の
本
質
的
職
能
で
あ
る
と
い
ふ
場
合
に
．
、
其
の
凧
般
的
と
い
ふ
意
味
を
明
か
に
・
廿
ね
ば
 
 

な
ら
ぬ
▼
い
そ
れ
は
又
不
特
定
的
と
・
皇
日
ひ
得
る
も
の
で
あ
つ
て
、
先
づ
第
こ
貨
幣
空
文
領
す
る
者
が
「
般
的
不
特
定
的
で
あ
り
、
 
 

何
人
臥
之
れ
哲
受
領
し
、
貨
幣
の
所
有
者
は
何
人
に
期
し
て
も
之
れ
を
諜
渡
し
得
る
こ
と
、
次
に
は
貨
幣
に
伐
っ
て
購
買
せ
ら
れ
或
 
 

は
之
れ
主
父
換
せ
ら
れ
る
財
貨
が
山
股
的
不
特
定
的
で
あ
り
、
如
何
な
る
物
と
雄
も
購
眉
或
は
交
換
せ
ら
れ
得
る
こ
と
、
更
に
貨
幣
 
 

頓
金
通
貨
と
其
の
畑
山
惚
 
 

】
四
九
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高
松
高
等
商
業
畢
校
撃
空
言
六
百
年
籠
企
論
文
集
 
 

■  

．′  

「
五
〇
 
 

は
其
の
流
通
の
時
及
び
場
桝
に
於
て
劇
般
的
不
特
定
的
で
あ
り
、
如
何
な
る
時
・
虎
に
於
て
も
受
領
し
講
渡
せ
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
 
 

し
て
ゐ
る
。
約
言
す
れ
ば
人
・
物
。
時
・
虚
に
封
し
で
の
〓
鱒
櫻
或
は
不
特
定
性
で
あ
る
。
川
然
し
、
斯
く
の
如
く
表
性
・
不
酪
 
 

定
作
を
説
明
し
て
も
、
そ
れ
は
絶
判
的
の
も
の
で
は
無
く
、
輿
へ
ら
れ
た
る
範
園
内
に
於
て
張
韓
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
酢
．
即
ち
 
 

場
所
に
関
す
る
表
怯
も
、
或
は
図
境
の
内
部
に
於
て
或
は
市
場
の
存
す
る
範
園
に
於
て
ゞ
あ
り
、
物
に
関
す
る
表
情
も
財
貨
が
 
 

手
に
入
れ
得
る
範
陶
に
於
て
ゞ
あ
り
、
人
に
就
い
て
の
叫
股
怯
も
凡
て
の
階
級
或
は
職
発
を
通
じ
で
と
い
ふ
意
味
に
於
て
で
は
な
 
 

く
し
て
、
慣
習
の
相
違
の
制
約
を
受
け
る
こ
と
を
認
禦
仏
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。
拗
 
従
つ
で
「
小
切
手
と
難
も
、
こ
れ
を
以
て
取
 
 

引
す
る
慣
習
の
範
毎
に
つ
い
て
云
へ
ば
叫
股
的
に
授
受
せ
ら
れ
る
」
的
 
と
晋
ひ
得
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

右
の
如
く
、
貨
幣
の
人
・
物
・
時
・
虚
に
閲
す
る
刷
般
性
が
絶
封
的
の
も
の
で
は
無
く
、
′
或
る
範
囲
内
に
於
て
の
も
の
で
あ
る
こ
 
 

と
が
承
認
を
得
る
な
ら
ば
、
預
金
通
貸
が
、
そ
れ
を
小
切
手
と
す
る
場
合
に
於
て
、
傍
命
こ
部
の
人
々
に
依
っ
て
受
領
が
蹄
ま
れ
、
 
 

或
は
現
金
通
貨
が
欲
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
つ
で
も
、
之
れ
を
以
て
今
日
の
辟
臍
敢
昏
に
於
け
る
取
引
の
大
部
分
が
小
切
手
に
依
っ
で
 
 

決
済
せ
ら
れ
て
慮
ら
、
叉
玉
髄
の
取
引
に
放
て
＝
は
現
金
過
貨
よ
り
も
小
切
手
の
方
が
安
全
且
つ
便
利
な
る
も
の
と
し
て
好
ん
で
授
受
 
 

せ
ら
れ
で
ゐ
る
と
い
ふ
事
驚
を
の
蔽
ふ
こ
と
は
出
猟
な
い
と
思
ふ
。
叉
預
金
通
貨
を
常
慮
預
金
と
す
る
場
合
に
於
て
も
そ
れ
は
無
形
 
 

の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
移
相
性
或
は
流
通
性
を
快
く
と
い
ふ
の
は
、
形
態
に
捉
は
れ
た
る
考
へ
方
で
あ
っ
て
、
帳
終
上
の
数
字
で
あ
 
 

っ
て
も
、
「
其
の
賓
在
は
疑
な
く
、
其
の
絶
え
ず
増
減
移
帽
す
る
こ
と
が
、
明
か
に
之
里
且
許
す
る
」
。
刷
 
従
っ
て
之
れ
を
叫
般
的
購
 
 

買
力
の
所
在
の
指
槙
と
し
で
、
祀
愈
の
多
数
の
人
々
が
意
識
し
で
猟
認
し
て
ゐ
る
も
の
と
考
へ
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
朝
 
 
 

ヽ  
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葡
、
貨
簡
の
流
通
と
い
ふ
こ
と
を
以
て
、
そ
れ
が
人
の
手
か
ら
手
へ
移
さ
れ
な
け
れ
ば
、
流
通
す
る
と
は
冨
へ
ぬ
と
い
ふ
様
に
執
 
 

し
解
す
る
必
罫
は
な
い
と
思
ふ
。
斯
か
る
解
繹
は
、
小
切
手
の
方
を
預
金
通
貨
と
鬼
、
常
座
預
金
を
預
金
通
貨
と
せ
ざ
る
論
者
に
依
 
 

っ
て
も
、
自
説
を
耕
護
す
る
た
め
に
時
と
し
て
探
ら
れ
る
伊
で
あ
る
が
、
「
流
通
と
は
長
く
仙
人
に
魔
せ
す
頻
に
所
有
者
を
攣
へ
る
こ
 
 

と
」
叫
 
で
あ
る
と
解
く
解
す
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
手
交
貸
簡
（
H
a
n
d
g
e
－
d
い
m
O
n
n
a
i
e
m
a
n
u
e
ロ
e
）
の
流
通
と
同
様
に
、
記
帳
 
 

貨
幣
と
雌
も
∵
瞑
簡
上
の
数
字
が
一
般
的
購
買
力
の
所
在
の
精
機
と
し
て
濁
ら
れ
て
居
り
、
卑
の
数
字
の
振
熔
に
依
っ
て
人
か
ら
人
 
 

へ
の
移
樽
が
行
は
れ
る
以
上
、
之
れ
を
流
通
と
見
滞
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

川
 
小
島
畠
太
郎
 
金
融
論
 
三
〇
四
寛
。
 
 
 

拘
高
田
保
馬
 
緯
臍
撃
新
講
仙
聖
二
巻
、
五
六
頁
参
毘
。
中
谷
蟹
 
新
金
融
理
論
 
二
求
煮
参
照
。
 
 
 

拘
 
高
田
保
馬
 
前
偽
書
 
七
四
貫
象
鷹
。
L
謬
u
d
i
n
｝
訂
m
O
n
n
乳
e
e
ニ
P
】
ぎ
臼
註
0
芦
d
e
s
p
l
■
i
六
二
器
∽
い
巧
い
望
∽
．
 
 
 

‥
卜
‥
l
、
〓
・
三
こ
ご
一
〓
ニ
↑
 
t
．
」
．
・
二
 
－
、
∴
こ
・
 
 

拘
 
高
田
保
馬
 
 

ぬ
∵
意
志
保
馬
 
 

7
 
 

8
 
 
 

勘
 
 

0
 
 預

金
邁
放
と
其
の
賛
鰭
 
 
 

井
上
準
之
助
 
 

山
崎
盤
次
郎
 
 

高
田
保
馬
 
 

山
崎
党
次
郎
 
 前

掲
香
 
七
六
－
七
七
貫
参
照
。
P
謬
已
】
n
Ⅶ
I
b
i
丸
増
－
望
ゆ
 
参
照
。
 
 

節
税
番
 
七
七
貫
。
 
 
 

戦
後
に
於
け
る
故
国
の
店
番
及
金
融
＼
」
 
ニ
ー
互
参
照
。
 
 
 

改
訂
貨
幣
惑
本
、
入
京
。
 
 

節
税
雷
．
五
山
葺
参
照
。
 
 
 

前
抱
蕃
 
山
五
夢
。
 
 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



上
述
の
如
き
解
樺
及
び
理
由
に
依
っ
て
、
預
金
通
貨
が
今
日
Ⅵ
経
済
酷
合
に
於
て
山
隈
的
な
る
授
受
件
及
び
譲
渡
性
を
持
つ
こ
と
 
 

が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
次
に
は
此
の
二
駁
的
授
受
性
及
び
叫
般
的
譲
渡
性
の
生
や
る
原
因
は
何
鹿
に
求
め
ら
る
べ
き
で
あ
る
か
。
 
 

此
の
原
因
を
、
金
魔
的
素
材
の
償
倍
と
見
る
か
、
法
制
の
力
と
見
る
か
、
配
合
的
信
認
と
見
る
か
。
或
は
叉
、
其
の
配
合
的
信
認
と
 
 

い
ふ
こ
と
も
、
金
尾
的
素
材
の
償
値
或
は
洪
制
の
力
を
主
た
る
棟
接
と
す
る
か
、
或
は
之
等
の
も
の
に
殆
ん
ど
依
存
せ
ぎ
る
も
の
と
 
 

見
る
か
。
之
等
㊥
見
方
の
神
速
に
依
り
、
皆
簡
撃
説
は
分
岐
し
、
貨
幣
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
の
範
固
は
異
ら
ざ
る
を
待
な
い
で
 
 

あ
ら
う
。
 
 
 

預
金
通
貨
に
就
い
て
考
へ
る
に
、
之
れ
を
首
座
預
金
或
は
小
切
手
の
何
れ
と
見
る
に
し
て
も
、
そ
れ
は
金
巌
を
素
材
と
せ
す
叉
本
 
 

棟
貨
幣
と
の
免
換
の
約
束
も
な
く
、
叉
旗
制
に
俵
つ
で
強
制
通
用
力
も
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
只
現
金
通
貨
の
欲
せ
ら
れ
る
場
合
に
 
 

今
日
に
於
て
は
主
と
し
て
銀
行
券
を
以
て
引
渡
さ
れ
で
ゐ
る
。
そ
こ
で
共
の
銀
行
券
が
允
換
の
可
能
な
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
預
 
 

金
油
貸
に
も
本
位
貸
簡
に
迄
換
へ
得
る
迫
が
通
じ
′
て
隠
り
、
其
の
流
通
性
は
幾
分
本
位
貨
幣
に
依
存
す
る
腹
症
あ
る
と
も
考
へ
ら
わ
 
 

得
か
で
あ
ら
う
。
然
し
兜
換
の
停
止
せ
ら
れ
て
ゐ
る
時
に
於
て
は
其
の
依
存
閥
係
は
断
に
れ
て
ゐ
る
。
し
か
も
今
日
大
部
分
の
取
引
 
 

が
預
金
通
貨
に
依
っ
で
決
済
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
現
金
通
貨
に
て
の
引
渡
を
要
求
さ
れ
る
部
分
は
小
部
分
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
斯
 
 

く
の
如
き
状
態
を
見
る
な
ら
ば
、
預
金
通
貨
の
一
般
的
な
る
授
受
性
及
び
譲
渡
性
の
生
や
る
原
閃
は
、
金
魔
的
素
材
や
法
制
の
カ
に
 
 
 

高
松
高
等
商
葉
拳
校
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
論
文
集
 
 

三
 
 

一
繁
二
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殆
ん
ど
保
た
ぎ
る
祓
禽
的
信
認
で
あ
る
と
富
ふ
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
其
の
祀
倉
的
信
認
と
は
、
之
れ
を
別
の
言
葉
で
 
 

表
現
す
れ
ば
、
貨
幣
が
一
般
に
、
一
般
的
受
領
性
或
は
流
通
性
を
持
つ
に
至
る
最
大
の
原
因
は
、
「
其
の
流
通
に
封
す
る
せ
人
の
信
 
 

尉
」
…
ト
或
は
「
鵬
股
的
受
領
の
信
頼
又
は
期
待
」
物
 
で
あ
る
と
冨
は
れ
て
ゐ
る
も
の
に
相
督
す
る
。
然
し
、
佃
少
し
く
考
へ
る
と
、
 
 

預
金
通
貨
に
封
す
る
敢
愈
的
信
認
を
成
立
せ
し
め
る
に
就
い
て
、
其
の
主
た
る
保
誰
と
な
つ
で
ゐ
る
も
の
は
、
預
金
振
替
及
び
手
形
 
 

交
換
の
制
度
並
び
に
最
後
の
決
済
銀
行
と
レ
て
の
中
央
銀
行
の
布
衣
と
い
ふ
組
織
の
成
立
と
、
豪
ハ
の
故
障
無
き
運
行
で
あ
る
と
言
ひ
 
 

得
な
い
で
あ
ら
う
か
。
而
し
て
此
の
組
紡
の
故
障
簸
き
遊
行
に
依
っ
て
、
預
金
通
貨
の
′
一
般
的
授
受
倖
及
び
議
涯
性
の
保
謹
が
輿
へ
 
 

ら
れ
、
女
の
保
琵
の
確
篭
な
る
こ
と
が
十
畷
の
銀
行
に
封
す
各
億
認
を
成
立
せ
し
め
る
も
の
で
あ
う
、
此
の
銀
行
に
封
す
る
信
認
 
 

が
、
預
金
通
貸
流
通
の
根
陳
と
し
て
の
政
令
的
信
認
の
盈
要
な
る
構
成
要
素
と
な
つ
て
a
る
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 

の
 
山
崎
俊
次
郎
 
 
前
輪
啓
 
〓
ハ
貰
。
 
 
 

め
一
．
高
甲
保
馬
 
 
前
梅
香
 
七
五
官
。
 
 

田
 
 
 

野
金
通
貨
の
蜜
鰭
に
就
い
て
は
、
最
初
に
述
べ
た
る
が
如
く
其
の
肯
定
設
の
立
場
に
於
て
も
定
説
が
無
く
、
預
金
通
貨
と
見
る
ペ
 
 

き
も
の
は
首
座
預
金
そ
の
も
の
か
、
或
は
小
切
手
又
は
振
替
請
求
雷
の
如
き
支
梯
指
囲
啓
を
指
す
か
、
或
は
又
首
座
預
金
と
小
切
手
 
 

と
を
合
せ
て
、
或
は
叉
両
者
を
共
に
通
貨
と
見
る
か
、
ゞ
問
題
と
な
る
。
此
の
問
題
に
就
い
て
我
問
の
単
著
の
見
解
は
多
岐
で
あ
つ
 
 

預
金
温
蟹
と
其
の
巽
髄
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高
松
高
等
商
業
準
校
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
論
文
集
 
 

】
五
四
 
 

て
、
常
座
預
金
を
預
金
通
貨
と
見
る
も
の
（
此
の
見
解
を
採
る
輩
者
は
比
較
的
に
多
い
）
…
、
小
切
手
を
預
金
通
貨
と
す
る
も
ゐ
囲
、
 
 

首
座
預
金
と
小
切
手
と
を
共
に
貨
幣
と
見
る
む
の
拘
、
と
い
ふ
が
如
く
に
諸
訟
が
存
し
、
偽
他
方
に
於
て
は
預
金
通
貨
を
雷
慮
預
金
 
 

其
他
の
要
求
彿
換
金
に
限
る
こ
と
無
く
、
如
何
な
る
種
類
の
預
金
に
て
も
、
「
銀
行
預
金
が
暫
金
の
よ
ゝ
で
移
譲
せ
ら
る
る
こ
と
に
 
 

ょ
り
、
文
殊
決
癖
の
手
段
と
な
る
場
合
に
於
け
る
、
そ
の
預
金
」
を
ば
預
金
通
貨
と
す
る
と
い
ふ
見
解
が
存
す
る
伸
。
 
 
 

以
上
の
如
く
預
金
通
貨
の
驚
慣
に
関
し
て
は
数
多
の
見
解
が
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
其
中
、
毅
後
の
も
の
即
ち
預
金
通
貨
を
常
産
 
 

額
金
共
他
の
要
求
彿
預
金
に
限
ら
す
、
如
何
な
る
種
類
の
預
金
に
て
も
、
そ
れ
が
其
億
移
譲
せ
ら
れ
る
こ
と
に
依
り
支
彿
決
済
の
手
 
 

段
と
な
る
場
合
に
於
け
る
其
の
預
金
を
、
預
金
通
貨
と
す
る
と
い
ふ
小
島
博
士
の
見
解
は
、
二
つ
の
鮎
に
於
て
他
の
諸
説
に
比
し
 
 

て
飴
梓
異
れ
る
解
鐸
と
な
つ
て
ゐ
る
の
で
、
免
づ
之
れ
に
就
い
て
述
べ
る
。
其
の
山
つ
は
首
座
預
金
其
他
の
要
求
彿
筋
金
の
み
な
ら
 
 

や
如
何
な
る
預
余
に
て
も
、
預
金
通
貨
と
な
り
得
る
と
い
ふ
拭
張
的
解
繹
で
あ
り
、
今
「
つ
は
如
何
な
る
種
類
の
預
金
で
も
英
機
 
 

移
話
せ
ら
れ
る
こ
と
に
依
り
安
彿
決
済
の
手
段
と
し
て
働
い
て
ゐ
る
場
合
に
於
て
の
み
、
預
金
通
貨
と
見
る
と
い
ふ
制
限
的
解
繹
で
 
 

あ
る
。
而
し
て
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
此
の
制
限
的
解
鐸
わ
た
め
た
、
預
金
が
預
金
の
億
で
銀
行
に
待
機
し
て
居
っ
て
克
梯
決
済
に
 
 

働
か
な
い
間
は
預
金
通
貨
と
は
冨
は
れ
ゃ
し
て
、
之
れ
に
潜
在
通
貨
仕
る
名
構
が
興
へ
ら
れ
、
此
の
潜
在
通
貨
が
現
金
通
貨
及
び
預
 
 

金
増
貸
の
母
髄
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
。
周
而
し
て
此
の
母
鰭
か
ら
預
金
が
預
金
の
億
で
移
譲
せ
ら
れ
て
朗
有
宥
を
摘
換
す
る
こ
と
に
依
 
 

り
、
文
殊
決
済
手
段
と
し
て
働
く
間
に
就
い
て
の
み
、
預
金
通
貨
と
い
ふ
名
稲
が
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

前
述
の
二
鮎
の
中
、
預
金
通
貨
の
制
限
的
解
樺
に
就
い
で
は
、
其
の
意
味
の
預
金
通
貨
と
叫
方
の
潜
在
通
貨
と
を
概
念
上
瞳
別
す
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る
こ
と
が
、
金
融
現
象
を
理
解
す
る
上
に
於
て
、
袋
に
通
貨
と
物
慣
と
の
榊
係
を
見
る
場
合
等
に
於
て
意
義
を
持
つ
こ
と
が
認
め
 
 

ら
れ
る
が
、
私
は
、
預
金
通
貨
を
以
で
、
礎
乗
の
用
淡
の
如
く
に
解
樺
し
、
常
座
預
金
が
文
殊
決
済
の
手
段
と
成
つ
に
場
合
も
そ
れ
 
 

に
成
 

次
に
域
張
的
僻
繹
に
戯
い
で
は
、
要
求
彿
預
金
を
初
め
簸
他
如
何
な
る
砥
類
の
預
金
に
て
も
、
其
の
儲
移
話
せ
ら
れ
る
こ
と
に
依
 
 

り
支
払
決
酪
の
手
段
と
な
る
こ
と
は
、
雷
驚
上
有
る
こ
と
ゝ
し
て
認
め
得
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
経
つ
で
「
定
期
預
金
の
如
き
も
の
 
 

も
、
そ
の
期
限
の
到
来
に
常
り
、
預
金
者
が
銀
行
に
対
し
て
、
そ
れ
を
以
て
例
へ
ば
株
金
の
鋳
込
に
蒐
1
ん
と
す
る
な
ら
．
ば
、
や
は
 
 

り
預
金
適
鹿
と
し
て
働
く
こ
と
に
な
各
」
拘
と
い
ふ
こ
と
は
、
否
定
し
得
な
い
が
、
定
期
預
金
の
如
き
は
時
と
し
て
前
掲
の
如
く
支
 
 

彿
決
済
の
手
段
に
用
ひ
ら
れ
る
こ
と
が
透
る
に
し
て
も
、
′
∴
般
の
人
々
が
定
期
預
金
を
文
殊
決
済
の
手
段
と
認
め
て
、
之
れ
を
預
金
 
 

の
健
で
其
の
手
段
に
用
ふ
る
こ
と
を
本
来
の
目
的
と
し
て
、
預
金
と
し
て
ゐ
な
い
と
考
へ
ら
れ
る
。
同
様
の
こ
と
が
特
別
首
座
預
金
 
 

や
普
通
貯
金
の
如
き
革
求
梯
預
金
に
就
い
て
も
雷
か
得
る
で
あ
ら
う
。
之
れ
に
反
し
で
首
座
預
金
は
支
沸
決
済
を
行
は
し
め
る
こ
と
 
 

を
本
来
の
目
的
と
し
て
設
け
む
れ
た
預
金
で
あ
る
と
冨
ふ
こ
と
が
出
来
る
か
ら
、
の
 
私
は
銀
行
預
金
の
種
類
の
中
で
は
、
首
座
預
金
 
 

の
み
に
預
金
通
貨
の
名
稀
を
保
留
す
る
の
が
安
富
で
あ
ら
う
と
児
ふ
。
而
し
て
常
慮
預
金
勘
定
を
有
す
る
者
が
、
同
じ
銀
行
に
定
期
 
 

預
金
或
は
叉
特
別
尊
慮
預
金
を
有
し
て
ゐ
る
な
ら
ば
、
其
の
満
期
に
際
し
或
は
叉
必
要
に
應
じ
て
、
之
等
を
首
慮
預
金
に
振
替
へ
る
 
 

こ
と
に
依
っ
て
、
r
間
接
俄
に
支
梯
決
済
の
目
的
に
充
で
る
こ
と
が
出
乗
る
が
、
定
期
預
金
或
は
特
別
首
座
唐
金
と
し
て
存
置
せ
し
め
 
 

て
ゐ
る
限
り
は
、
普
通
は
、
之
れ
を
支
線
決
済
の
手
段
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
ゐ
な
い
も
の
と
考
へ
る
。
 
 

預
金
邁
崖
と
其
の
蟹
鰭
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高
撃
偽
琴
南
薬
学
校
紀
元
〓
王
ハ
甘
牢
記
念
論
文
集
 
 

山
空
ハ
 
 

侍
、
小
島
博
士
が
預
金
通
貨
と
見
ら
れ
る
も
の
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
が
、
綴
り
に
其
の
解
終
が
、
預
金
適
簡
と
見
る
ペ
き
も
の
 
 

は
雷
座
預
金
か
小
切
手
か
と
い
ふ
鮎
に
於
て
岐
れ
で
ゐ
る
二
つ
の
詮
の
中
の
何
れ
に
近
い
か
を
見
る
撃
つ
ば
、
そ
れ
は
首
座
預
金
詮
 
 

に
近
い
と
冨
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
此
の
こ
と
は
既
述
の
如
く
、
「
銀
行
預
金
が
遍
金
の
ま
～
で
、
移
譲
せ
ら
る
る
こ
と
に
よ
り
、
姦
 
 

雄
決
臍
の
手
段
と
な
る
場
合
に
於
け
る
、
1
そ
の
預
金
」
が
預
金
通
貨
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
～
、
妄
に
は
小
切
手
な
る
ち
 
 

の
が
元
来
、
「
そ
の
使
用
の
最
初
よ
サ
、
預
金
を
預
金
の
ま
ゝ
で
、
通
貨
と
し
て
通
用
せ
し
む
る
造
兵
と
し
て
用
ひ
ら
れ
た
の
で
あ
 
 

る
」
？
1
≦
首
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
に
依
っ
て
も
明
か
で
あ
り
、
男
に
叉
、
小
切
手
に
依
っ
て
「
預
金
が
預
金
の
ま
～
で
支
彿
の
決
臍
た
 
 

る
役
目
一
バ
す
な
は
ち
通
貨
た
る
役
目
を
つ
く
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
丘
…
・
1
」
勒
 
と
首
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
に
依
っ
て
も
明
か
で
あ
 
 

る
。
此
の
考
へ
方
に
就
い
て
は
、
備
後
に
述
べ
る
こ
と
ゝ
す
る
。
 
 

の
∴
中
 
谷
、
賽
 
 

物
 
土
方
成
実
 
 

例
 
山
崎
党
次
郎
 
 

拘
′
小
息
高
大
郡
 
 

内
 
小
島
昌
太
郎
 
 

何
 
小
島
昌
太
郎
 
 

の
 
中
 
谷
 
矯
 
 

拘
 
小
島
昌
太
郎
 
 

嘲
 
小
鳥
昌
太
郎
 
 

前
掲
番
∵
由
玉
東
。
椿
爪
明
男
∵
伊
藤
蒸
一
九
四
頁
。
田
中
金
司
 
鑑
怖
論
、
銀
行
論
 
言
衰
。
 
 

経
野
撃
総
論
 
二
七
七
宮
詣
 
 

前
梅
香
 
仙
○
貫
。
 
 

前
抱
葦
 
三
l
一
五
貫
。
 
 

前
抱
啓
 
三
三
〇
貰
卜
≡
≡
】
貰
。
 
 

前
掬
啓
 
三
二
八
貫
。
 
 

前
抱
署
 
五
四
質
券
照
。
 
 

前
抱
葦
 
≡
二
六
－
三
二
七
寛
。
 
 

前
掲
番
 
三
二
七
貢
。
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五
 
 

前
掲
の
小
島
博
士
の
見
解
を
除
け
ば
、
先
に
由
げ
ギ
る
諸
説
は
、
預
金
通
貨
骨
定
説
の
立
場
に
於
で
、
常
座
預
金
を
預
金
通
貨
と
 

見
る
か
■
或
は
小
切
手
を
預
金
廼
貨
と
見
ノ
る
か
、
或
は
又
弼
者
を
合
し
て
預
金
通
貨
と
見
る
か
、
或
は
更
に
両
者
を
共
に
通
貨
と
見
 
 

る
か
の
四
つ
の
見
方
の
中
の
何
れ
か
で
あ
る
。
今
、
之
等
の
見
方
¢
申
、
先
づ
、
首
座
預
金
或
は
小
切
手
の
何
れ
か
一
方
を
預
金
通
 
 

貨
と
見
る
訟
に
於
て
、
他
方
の
立
場
を
排
す
る
理
由
奇
異
阜
こ
と
ゝ
す
る
■
′
。
 
 
 

鹿
㌫
に
∵
首
座
預
金
よ
り
む
小
切
手
を
以
て
預
金
通
貨
と
昇
る
冷
宥
が
常
座
預
金
設
営
排
す
る
蛭
由
の
主
な
る
も
の
は
、
（
．
こ
預
 
 

金
に
．
は
譲
渡
性
が
無
い
が
、
小
切
手
に
は
譲
渡
性
が
あ
j
。
（
二
し
預
金
は
抽
象
的
の
数
字
で
あ
つ
て
、
仙
般
的
購
買
力
を
有
し
得
な
 
 

い
。
（
三
志
匝
慮
貸
越
約
定
の
範
囲
内
に
於
て
振
出
さ
れ
る
所
謂
過
振
小
切
手
は
、
常
塵
預
金
訟
に
於
て
は
詮
明
し
得
な
い
一
之
い
ふ
こ
 
 

と
が
挙
げ
ら
れ
各
。
∽
 
（
之
等
の
理
由
は
亦
、
預
金
通
貨
香
定
諭
の
論
掠
で
あ
る
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
る
）
。
 
 
 

次
に
小
切
手
よ
♭
も
首
座
預
金
を
以
て
預
金
通
貨
と
見
る
論
者
が
小
切
手
詮
を
擁
す
る
理
由
の
主
な
る
も
の
は
、
首
座
預
金
を
以
 
 

て
血
‥
般
的
購
買
力
の
所
在
を
示
す
指
額
と
見
ろ
が
た
め
に
．
、
小
切
手
は
其
の
秒
縛
め
用
具
又
は
手
段
或
は
支
沸
命
令
育
と
鬼
る
べ
き
 

で
あ
る
と
い
ふ
見
解
が
比
較
的
多
い
が
、
伺
其
他
の
理
由
と
し
七
は
＝
「
小
切
手
を
以
て
預
金
適
償
と
見
る
時
に
は
預
金
通
督
の
数
盈
 
 

及
び
其
の
流
通
速
度
と
い
ふ
概
念
が
精
々
不
明
確
せ
写
る
」
川
 
と
い
ふ
こ
と
が
奉
げ
ら
れ
て
ゐ
る
や
 
 
 

∵
石
の
如
く
頚
金
通
貨
を
首
座
預
金
或
は
小
切
手
の
何
れ
か
二
々
で
あ
る
と
す
る
時
、
何
れ
の
側
に
於
て
も
他
方
の
詮
に
満
足
し
得
 
 

預
金
通
放
と
其
の
寛
恕
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ぎ
る
若
干
の
反
封
理
由
が
翠
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
こ
で
免
づ
〓
野
草
座
魔
金
詮
の
立
場
を
探
り
Y
、
此
訟
が
小
切
手
誼
の
反
駁
に
耐
へ
得
る
か
を
見
る
こ
と
ゝ
す
る
。
 
 
 

小
切
手
訟
を
探
る
論
者
が
首
座
預
金
詮
を
排
す
る
前
掲
の
三
理
由
の
中
∵
二
）
預
金
濫
は
譲
渡
性
が
無
い
、
（
二
）
預
金
は
抽
靡
約
 
 

数
字
で
あ
つ
て
仙
疲
的
購
買
力
を
持
た
ぬ
と
い
ふ
鮎
に
就
い
で
は
、
私
は
既
に
預
金
通
貨
否
定
設
に
封
す
る
批
評
の
節
に
於
て
、
其
 
 

の
首
骨
し
難
い
こ
と
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
残
る
と
こ
ろ
の
、
常
座
貸
越
約
定
の
場
合
の
過
振
小
切
手
を
如
何
に
見
る
か
に
 
 

裁
い
て
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
之
れ
に
就
い
て
は
常
座
預
金
説
を
探
る
論
者
に
依
っ
て
其
の
説
明
が
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
．
）
 
 

先
づ
そ
れ
を
次
に
掲
げ
肯
こ
と
ノ
ゝ
す
る
。
即
ち
或
は
「
常
座
貸
越
の
預
約
に
従
っ
て
硯
賓
に
一
定
額
の
借
入
を
な
し
、
か
も
て
創
設
 
 

さ
れ
た
首
座
預
金
に
封
し
て
小
切
手
を
菰
親
す
も
の
で
あ
る
。
た
ゞ
銀
行
の
記
帳
事
績
の
上
で
は
省
略
が
行
は
れ
る
・
∴
＝
」
甲
と
い
 
 

ふ
説
明
が
あ
り
、
叉
「
過
般
小
切
手
は
常
座
貸
越
限
度
内
に
於
て
預
金
美
無
闘
係
に
振
出
や
れ
し
も
の
と
見
ず
に
、
斯
か
る
小
切
手
 
 

が
振
出
さ
れ
た
竃
瞬
間
に
小
切
手
金
額
だ
け
の
預
金
が
成
立
し
此
の
預
金
に
封
し
て
振
崩
さ
れ
た
も
の
と
見
る
蕃
が
出
来
る
」
伸
と
 
 

い
ふ
詮
明
が
輿
へ
ち
れ
て
ゐ
る
が
、
双
方
共
に
」
應
預
金
が
成
立
し
に
も
の
と
解
す
．
竃
翫
に
於
で
同
株
で
あ
る
。
 
 

私
は
此
の
過
瀕
小
切
手
の
詮
明
が
出
来
な
け
れ
ば
、
√
之
れ
が
た
め
に
、
首
座
預
金
を
預
金
通
貨
と
見
る
訟
が
其
の
否
定
誼
に
依
っ
 
 

て
全
く
覆
さ
れ
る
と
い
．
ふ
程
、
盛
大
克
る
も
の
と
は
考
へ
て
ゐ
な
い
。
然
し
前
端
の
簡
明
め
如
く
、
未
だ
預
金
が
成
立
し
て
ゐ
な
い
 
 

の
に
、
二
嘩
預
金
が
成
立
し
た
と
見
る
こ
と
も
無
理
で
あ
る
と
思
ふ
。
 
 

私
は
過
振
小
切
手
に
就
い
て
次
の
如
く
解
繹
す
る
。
常
鹿
貸
毯
契
約
は
銀
行
と
首
座
預
金
者
と
の
間
の
特
殊
の
契
約
で
あ
つ
て
、
 
 
 

高
松
高
等
南
条
撃
校
紀
元
二
千
六
首
年
記
念
論
文
集
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其
の
契
約
に
基
き
庶
越
限
度
内
に
於
て
過
振
小
切
手
金
胡
だ
け
の
通
貨
が
造
出
せ
ら
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
預
金
者
の
同
覇
の
債
務
が
 
 

確
定
す
る
も
の
で
ぁ
る
。
そ
れ
故
に
過
振
小
切
手
は
常
座
預
金
の
存
在
を
前
痩
と
し
て
振
出
さ
れ
る
小
切
手
と
典
り
、
預
金
の
布
衣
 
 

と
い
ふ
段
階
を
経
や
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
、
従
っ
て
此
の
過
般
小
切
手
は
、
小
切
手
を
通
貨
と
見
る
こ
と
に
依
っ
て
詮
明
が
出
 
 

来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
然
し
斯
く
の
如
く
小
切
手
を
通
貨
と
見
る
と
、
常
座
預
金
を
預
金
通
貨
と
見
て
小
切
手
は
其
の
移
時
 
 

の
用
具
又
は
手
段
と
見
る
立
場
と
相
反
す
る
結
過
と
甘
る
。
 
 

そ
こ
で
、
次
に
は
首
座
預
金
詮
に
於
て
、
小
切
手
が
其
の
移
柏
の
用
具
又
は
手
段
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
安
常
で
あ
る
か
を
考
 
 

へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
之
れ
を
考
へ
る
に
兜
ち
筒
賀
干
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
、
今
此
魔
で
は
述
べ
な
い
。
 
 

血
慶
に
附
託
す
べ
き
こ
と
は
、
首
座
預
金
と
小
切
手
と
を
合
し
て
預
金
藩
貨
と
見
る
と
い
ふ
考
へ
方
㈹
 
に
就
い
で
ゞ
あ
る
。
此
 
 

跡
見
解
は
結
局
に
於
て
、
或
は
箇
塵
預
金
は
移
特
性
の
無
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
之
れ
を
動
か
す
も
の
は
小
切
手
で
あ
る
と
い
ふ
解
 
 

繹
の
下
に
、
、
小
切
手
を
通
貨
と
見
る
説
か
、
或
は
叉
、
盛
儀
預
金
を
預
金
通
貨
と
見
て
小
切
手
を
其
の
移
縛
の
手
段
と
見
る
説
か
、
 
 

其
の
何
れ
か
に
膵
着
す
る
も
の
で
は
・
吼
 

川
 
中
谷
．
巽
 
 
 

の
 
 中
谷
貨
 
 
 

例
 
日
申
金
司
 
 
 

囲
 
中
谷
袈
 
 

預
金
通
貨
と
共
あ
繁
髄
 
 
 

節
税
書
 
四
八
卜
由
九
貫
参
慣
。
 
 
 

前
掲
寄
 
四
六
1
四
七
貫
。
 
 
 

前
掲
寄
 
小
四
貰
。
 
 
 

前
摘
草
 
嵐
．
〓
彗
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六
 
 

凡
そ
、
預
金
通
貨
の
賛
鰻
を
首
座
預
金
と
見
る
か
小
切
手
と
見
る
か
、
或
は
此
の
両
者
を
合
し
て
、
或
は
叉
両
者
共
に
通
貨
と
見
 
 

る
か
の
尚
越
は
、
有
力
な
る
革
者
の
問
に
於
て
も
考
へ
方
の
欒
化
が
あ
つ
て
、
デ
リ
ケ
ー
ト
な
る
問
題
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
高
田
将
 
 

士
は
以
前
に
は
、
貨
幣
と
見
る
ペ
き
は
箇
座
預
金
で
は
な
し
し
て
小
切
手
で
雪
と
考
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
後
に
は
諒
解
が
 
 

祀
倉
の
移
動
財
流
に
封
す
る
診
動
的
蓼
輿
能
力
の
所
在
の
指
標
で
あ
る
と
見
る
が
故
に
、
何
が
貨
幣
で
あ
る
か
は
、
敢
愈
意
識
が
何
 
 

を
か
、
る
指
槙
と
見
て
ゐ
る
か
と
い
ふ
こ
と
に
膵
著
す
る
：
・
・
⊥
と
の
考
ペ
に
基
き
、
「
此
の
指
棲
と
し
で
見
ら
る
べ
き
も
の
は
今
 
 

の
と
こ
ろ
、
記
帳
の
数
字
で
は
な
い
か
と
思
ふ
？
こ
の
意
味
に
於
て
預
金
を
■
貸
簡
と
見
な
が
ら
論
を
進
め
王
い
」
∽
と
述
べ
ら
れ
て
 
 

ゐ
る
0
 
 
 

然
し
私
は
、
′
博
士
が
其
の
葡
縞
の
T
節
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
次
の
箇
所
は
、
常
慮
預
金
訟
を
採
る
者
が
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
 
 

鮎
で
あ
る
と
考
へ
る
。
 
 
 

「
若
し
、
預
金
の
み
が
貨
幣
で
あ
る
と
し
よ
う
。
を
れ
を
振
り
あ
て
に
数
行
せ
ら
れ
た
る
小
切
手
が
A
よ
り
革
O
D
E
等
へ
嘱
輔
 
 

と
し
て
流
通
す
雪
而
も
帳
魔
の
記
耽
は
改
ま
ら
サ
1
A
の
預
金
と
し
て
記
入
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
際
か
の
蓉
輿
能
力
は
移
植
し
て
 
 

ゐ
な
い
筈
で
あ
る
。
小
切
手
を
貸
衛
と
見
る
土
と
に
よ
り
て
、
そ
の
A
よ
り
E
へ
の
動
き
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
」
の
 
 
 

高
松
高
額
商
米
軍
校
紀
元
二
千
六
有
年
記
念
論
文
集
 
 

勒
 
高
田
保
馬
 
前
掬
番
一
．
七
五
貫
参
堀
。
 
 

】
六
〇
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前
掲
の
如
く
小
切
手
が
流
通
す
る
限
り
に
於
て
は
貨
簡
と
見
ら
れ
得
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、
預
金
を
貨
簡
と
見
る
も
の
と
し
て
 
 

シ
ュ
ム
ペ
ニ
ク
7
が
車
げ
ら
れ
て
ゐ
る
朝
が
一
葡
之
れ
と
同
様
め
見
解
で
ぁ
る
と
想
像
せ
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
次
に
ベ
ト
リ
ツ
ヂ
 
 

の
富
ふ
と
こ
ろ
智
掲
げ
る
。
 
 
 

彼
れ
は
、
原
則
と
し
で
は
、
常
鹿
沼
金
敦
曾
探
る
と
こ
ろ
の
ア
ン
シ
ヲ
ウ
の
意
見
囚
に
同
意
し
た
る
後
に
、
次
の
如
く
述
べ
て
ゐ
 
 

る
。
「
劇
般
的
に
は
、
流
通
す
る
も
の
は
小
切
手
で
は
な
く
し
で
」
 
ナ
ウ
の
故
意
よ
り
他
の
勘
定
に
移
植
せ
ら
れ
る
預
金
で
ぁ
る
。
 
 

然
し
乍
ら
、
限
ら
れ
た
る
範
幽
に
放
て
は
、
貨
際
、
小
切
手
の
塑
偶
の
流
通
が
等
し
く
存
す
る
。
小
切
手
が
姦
啓
に
依
っ
て
次
々
の
 
 

権
利
者
に
譲
渡
さ
れ
た
期
尚
の
問
に
、
一
つ
の
助
走
に
振
込
ま
れ
る
た
め
に
銀
行
に
躍
る
に
兜
立
っ
て
、
依
権
謀
波
の
方
法
に
依
っ
 
 

て
潜
†
数
の
債
権
の
講
渡
と
債
務
の
消
滅
と
が
有
っ
た
。
其
れ
故
に
、
小
切
手
は
比
較
的
に
短
い
期
間
で
は
あ
る
が
流
通
し
た
。
英
 
 

れ
故
に
帳
線
骨
髄
に
於
て
は
、
先
づ
第
叫
に
預
金
の
流
通
と
い
ふ
主
た
る
漁
通
が
あ
り
、
預
金
が
娠
恕
の
方
法
に
伐
り
或
は
小
切
手
 
 

の
仲
介
に
依
っ
て
、
撤
衰
か
ら
勒
定
へ
移
柏
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
山
方
に
は
、
小
切
手
が
数
人
の
所
持
人
に
次
々
に
譲
渡
さ
れ
た
時
 
 

に
生
じ
た
る
小
切
手
の
岡
有
の
流
通
が
ぁ
る
。
各
々
の
小
切
手
個
別
的
に
は
、
此
の
派
生
的
流
通
は
恐
ら
く
飴
り
重
要
な
る
も
の
で
 
 

は
な
い
。
然
し
小
切
手
の
金
憾
に
取
っ
て
は
、
此
の
流
通
は
或
る
盈
の
支
彿
を
硯
は
す
、
其
の
文
沸
は
鬼
秩
が
非
常
に
困
撫
で
あ
り
 
 

且
叉
銀
行
の
記
帳
の
中
に
は
勿
論
見
出
さ
れ
な
い
、
も
の
で
あ
る
」
。
槻
 
 
ペ
 

下
リ
ツ
ヂ
の
述
べ
る
が
如
く
、
小
切
手
が
柚
々
流
通
す
る
場
合
が
事
賢
止
有
る
こ
と
は
充
分
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
然
し
 
 

彼
の
見
解
は
、
小
切
手
は
原
則
と
し
て
首
座
預
金
移
輪
の
手
段
又
は
造
兵
で
あ
る
と
い
ふ
考
へ
方
に
杓
兼
さ
れ
て
ゐ
る
と
言
ひ
得
る
 
 

預
金
温
化
且
と
其
の
異
性
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一
六
こ
 
 
 

高
埜
日
印
琴
南
来
襲
校
紀
元
二
千
六
昔
年
記
念
論
文
集
 
 

で
あ
ら
う
。
此
の
考
へ
方
が
根
本
に
あ
る
た
め
、
例
外
的
に
小
切
手
を
も
通
貨
と
認
め
得
る
場
合
が
あ
る
と
い
ふ
に
過
ぎ
な
い
。
従
 
 

っ
て
此
の
見
方
よ
り
す
れ
ば
、
小
切
手
の
中
に
、
単
に
富
産
額
金
移
植
の
手
段
或
は
要
具
に
な
つ
た
に
過
ぎ
な
い
小
切
手
1
従
っ
 
 

て
そ
れ
は
通
貨
と
は
見
ら
れ
て
ゐ
な
い
 
ー
 
と
、
仙
方
に
は
通
貨
と
し
に
働
い
た
小
切
手
と
を
直
別
し
て
見
る
こ
と
に
な
る
。
（
話
こ
 
 
 

然
し
斯
か
る
直
別
は
理
論
上
全
く
無
用
の
こ
と
と
考
へ
ら
れ
る
。
 
 

M
 
高
田
保
馬
．
 
前
掲
啓
一
七
五
菜
。
 
 

の
 
高
出
保
馬
 
 
前
掲
審
 
仙
七
五
克
。
 
 

鞘
 
高
田
保
馬
 
 
前
潟
脊
 
】
九
七
賞
。
 
 
 

拘
 
芦
A
－
邑
岩
ボ
ブ
乳
芯
d
密
。
ぎ
邑
e
p
O
≡
i
q
u
e
∴
冒
白
e
N
二
冨
〇
．
吋
・
P
・
N
望
－
忙
の
脚
 
 

引
．
∴
翠
A
・
憎
e
t
r
i
－
乳
〉
訂
m
O
n
n
計
e
s
e
【
i
p
t
u
邑
e
二
¢
窒
．
増
．
笥
n
O
t
e
 

（
註
こ
 
勿
論
宥
の
如
き
鑑
別
は
出
雅
な
い
こ
と
．
は
無
い
。
即
ち
そ
れ
ほ
振
出
さ
れ
た
る
小
切
手
が
銀
行
忙
戻
っ
て
後
、
茶
番
の
数
忙
依
っ
て
 
 

区
別
が
出
水
る
。
然
し
之
れ
は
今
間
超
と
し
て
ゐ
る
こ
と
は
触
銅
係
の
こ
と
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
茶
番
の
歎
は
、
常
座
預
金
の
流
通
速
度
 
 

を
正
確
に
測
定
す
る
泌
恰
忙
は
小
切
手
の
相
聞
度
数
と
し
て
欺
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
 
 

七
 
 

上
述
の
如
く
考
へ
で
来
る
と
、
預
金
通
貨
と
見
る
べ
き
も
の
は
、
常
座
損
金
か
小
切
手
か
の
何
れ
か
仙
方
に
限
ら
す
し
て
、
雨
着
 
 

を
共
に
通
貨
と
見
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
か
と
い
ふ
こ
と
・
ぜ
、
問
題
と
な
し
得
る
で
あ
ら
う
。
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そ
こ
で
私
は
此
應
に
、
山
崎
博
士
が
龍
飛
の
考
へ
方
を
攣
へ
て
、
常
座
預
金
と
小
切
手
と
霊
ハ
に
貨
幣
と
見
る
と
い
ふ
考
へ
方
に
 
 

移
ら
れ
た
こ
と
に
就
い
て
見
る
こ
と
と
す
る
感
士
は
「
倉
慮
謹
券
が
倉
慮
に
在
る
貨
物
、
例
へ
ば
米
を
代
表
し
て
流
通
す
る
如
く
、
 
 

小
切
手
は
銀
行
の
金
庫
内
又
は
瞳
恋
上
に
存
す
る
預
金
哲
代
表
し
て
之
れ
を
移
柏
す
る
用
兵
と
見
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
小
切
手
は
 
 

貨
幣
で
な
い
主
云
ふ
見
解
を
碓
釆
有
っ
て
居
っ
た
が
、
今
や
奉
文
の
如
き
解
鐸
を
取
る
こ
と
に
し
た
。
倉
庫
詮
索
は
如
何
な
る
場
合
 
 

で
も
米
の
如
き
貨
物
白
鷺
で
な
い
か
ら
、
之
を
同
軸
硯
す
る
こ
と
は
招
来
な
い
。
然
る
に
預
金
と
小
切
手
と
は
、
表
文
に
述
べ
た
理
 
 

由
で
、
何
れ
も
貨
幣
と
看
倣
す
の
が
受
賞
で
ぁ
ら
う
」
川
と
富
は
れ
、
其
の
本
文
に
於
て
は
、
「
せ
上
に
流
通
す
る
銀
行
朱
と
其
の
●
 
 

準
備
と
し
て
銀
行
に
保
管
せ
ら
れ
る
金
貨
と
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
其
職
能
を
典
に
す
る
が
、
共
に
貨
幣
で
あ
る
。
之
と
同
じ
 
 

理
由
で
、
預
金
と
之
を
基
礎
と
し
て
振
出
さ
れ
る
小
切
手
と
は
共
に
貨
幣
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
」
鞘
と
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
 
 

右
の
引
用
文
に
於
て
は
博
士
の
挽
明
は
簡
単
で
あ
る
の
で
、
私
は
、
博
士
が
預
金
と
小
切
手
と
霊
ハ
に
貨
幣
と
せ
ら
れ
る
理
由
の
 
 

説
明
を
、
琴
“
博
士
の
著
討
よ
り
求
め
て
、
私
の
解
鐸
し
に
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
次
に
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
 
 

○
 
 
恰
も
金
貨
が
銀
行
券
の
允
鞠
準
備
と
な
つ
て
ゐ
る
が
如
く
拘
（
而
し
て
允
換
準
備
の
必
要
な
る
は
、
金
を
し
で
団
際
的
職
能
を
鼓
 
 

舞
せ
し
め
る
こ
と
が
、
北
へ
主
た
る
も
の
で
あ
る
）
刷
、
小
切
手
振
出
の
基
礎
た
る
常
産
額
金
は
、
小
切
手
の
玄
孫
準
傭
と
な
つ
て
ゐ
 
 

る
。
斯
く
の
如
く
允
換
準
備
又
は
支
挑
準
備
と
な
る
こ
と
は
、
換
言
す
れ
ば
戎
棍
類
の
貨
幣
が
他
種
の
貨
幣
の
基
礎
と
な
る
こ
と
で
 
 

ぁ
り
、
之
れ
も
貨
幣
の
職
能
の
山
つ
で
あ
る
。
伸
「
而
し
で
此
等
の
準
備
に
供
せ
ら
れ
る
蜃
幣
は
外
朋
上
、
・
‥
∴
…
・
何
等
の
活
動
を
 
 

な
さ
ぬ
や
う
で
あ
・
る
が
、
箕
際
は
大
い
に
之
と
興
る
」
㈹
。
と
こ
ろ
一
で
、
鋭
術
券
息
遠
因
金
も
経
済
上
の
笛
賞
に
琴
づ
い
て
貨
幣
と
 
 

預
金
通
貨
と
乱
ハ
の
砕
封
髄
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看
倣
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
拘
 
明
方
、
小
切
手
は
、
貨
幣
と
窟
倣
し
得
る
預
金
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
之
れ
を
貨
幣
と
看
 
 

倣
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
之
れ
を
以
て
、
預
金
致
移
植
す
る
用
具
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
。
他
方
に
於
て
、
倉
席
詮
弁
も
貨
物
を
代
 
 

表
し
て
流
通
す
る
が
、
之
れ
は
貨
物
そ
の
も
の
と
同
仙
親
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
 
 

大
腰
、
以
上
の
如
き
理
由
に
伐
つ
で
、
博
士
は
、
関
金
と
之
れ
を
基
礎
と
し
て
振
出
さ
れ
る
小
切
手
と
を
共
に
貨
幣
と
見
ら
れ
た
 
 

此
の
山
崎
博
士
の
新
見
解
は
、
今
迄
述
べ
乗
っ
た
と
こ
ろ
の
、
償
金
通
貨
は
常
魔
笛
金
か
小
切
手
か
の
何
れ
か
〓
カ
に
限
る
べ
き
 
 

で
あ
る
と
の
窄
へ
方
及
び
首
座
預
金
詮
を
原
則
と
し
乍
ら
、
何
例
外
的
に
小
切
手
に
も
通
億
と
し
て
作
用
す
る
場
合
を
認
め
る
と
い
 
 

ふ
見
解
に
比
べ
て
、
防
っ
て
屠
り
、
そ
れ
等
の
諸
説
の
場
合
に
存
し
た
る
著
†
の
矛
屑
は
之
れ
に
依
っ
て
取
除
か
れ
る
も
の
と
私
は
 
 

考
へ
る
。
即
ち
常
座
間
金
訟
を
探
る
場
合
に
、
過
振
小
切
手
の
詮
明
が
充
分
に
出
来
な
い
こ
と
を
救
ひ
得
る
と
共
に
、
小
切
手
が
綿
 
 

々
流
通
す
る
場
合
の
存
す
る
こ
と
も
何
等
の
問
題
と
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

更
に
、
∵
万
の
小
切
手
訟
を
掘
る
場
合
に
、
預
金
通
貨
の
数
畳
及
び
流
邁
速
度
と
い
ふ
概
念
が
梢
々
不
明
樅
に
な
る
と
い
ふ
こ
と
 
 

が
轟
げ
ら
れ
て
ゐ
る
釦
に
就
い
て
も
、
抽
其
の
概
念
が
不
明
確
と
な
る
廃
れ
は
細
い
の
で
あ
る
。
只
だ
常
座
預
金
訟
に
於
て
小
切
手
 
 

が
其
の
移
柑
の
手
段
又
は
用
具
と
見
ら
れ
に
も
の
が
、
通
貨
と
見
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
い
ふ
差
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
（
然
t
、
預
金
 
 

通
貨
の
流
通
速
度
の
概
念
乃
至
構
想
に
就
い
で
．
は
、
何
問
題
が
存
し
得
る
と
児
は
れ
る
が
、
此
鮎
に
就
い
て
は
今
偶
れ
な
い
）
。
 
 
 

何
故
に
小
切
手
を
笛
座
預
金
の
移
植
の
手
段
又
は
用
兵
と
見
す
し
て
、
そ
れ
を
代
表
す
、
る
も
の
と
し
で
通
償
盲
見
る
か
の
理
由
 
 
 

も
の
で
あ
ら
う
と
牧
ふ
。
 
 

高
松
．
碕
等
商
業
墜
校
紀
光
二
千
六
有
年
記
念
論
文
集
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は
∵
既
に
繭
戻
せ
る
と
こ
ろ
に
於
て
示
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
ぁ
る
が
、
葡
次
に
少
し
く
述
べ
る
こ
と
ゝ
す
る
。
 
 

兎
水
、
小
切
手
は
共
の
形
式
上
の
文
言
或
は
淡
枠
上
よ
ト
見
た
る
解
鐸
と
し
て
は
、
共
券
面
記
載
の
金
額
の
立
挽
を
銀
行
に
委
託
 
 

す
る
も
の
と
な
つ
て
腐
り
、
之
れ
が
寓
に
貨
幣
の
請
求
楷
或
は
貨
幣
の
代
用
物
で
あ
・
る
と
し
で
、
貨
幣
に
非
や
と
す
る
見
解
が
あ
 
 

る
。
然
し
形
式
上
或
は
法
律
上
の
解
鐸
と
し
て
は
正
に
そ
う
で
あ
つ
て
も
J
方
艇
臍
上
に
於
て
は
之
れ
が
流
感
し
て
ゐ
る
限
り
貨
 
 

幣
の
職
能
を
潜
ん
で
ゐ
る
と
言
ふ
こ
と
が
出
釆
る
。
従
っ
て
形
式
上
貸
聖
簑
倍
を
硯
は
す
も
の
で
あ
る
に
し
で
も
、
そ
れ
が
貨
幣
 
 

化
す
る
に
誉
。
之
れ
は
銀
行
券
の
場
合
で
息
還
欝
金
の
場
合
で
も
同
株
で
あ
る
。
（
反
之
、
米
を
代
表
す
る
倉
席
詮
穿
や
砂
糖
 
 

の
配
給
切
符
の
如
き
も
の
は
、
請
求
樺
を
硯
は
す
も
の
で
雪
と
い
ふ
鮎
に
於
て
は
同
様
で
あ
る
が
、
之
れ
を
以
て
米
或
は
砂
晒
 
 

そ
の
も
の
と
同
志
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
）
。
其
れ
故
に
職
能
、
表
の
立
場
に
立
つ
以
上
、
小
切
手
を
以
っ
て
常
座
預
金
を
代
表
 
 

す
る
も
の
と
し
て
之
れ
を
通
貨
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
然
る
に
小
切
手
蟹
首
座
瞥
金
の
移
晒
の
用
兵
又
は
手
段
と
見
る
の
み
で
 
 

は
、
椴
令
、
之
れ
に
依
っ
て
、
小
切
手
は
現
金
通
貨
の
文
雄
を
要
求
す
る
た
め
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
な
い
と
い
ふ
こ
と
を
示
し
得
る
に
 
 

し
て
も
、
移
時
の
用
兵
と
見
る
以
上
は
、
そ
れ
は
恰
も
運
搬
用
の
軍
器
の
如
き
も
の
で
あ
つ
て
、
通
貨
と
し
て
見
ら
れ
て
ゐ
な
い
と
 
 

い
ふ
こ
と
に
な
る
。
轟
こ
勿
論
、
小
切
手
の
流
通
親
臨
は
、
法
律
上
蓋
示
期
間
の
制
限
が
あ
る
じ
め
に
、
銀
行
券
の
そ
れ
に
比
べ
 
 

で
短
く
、
叉
流
通
の
範
掛
に
於
て
も
銀
行
券
よ
り
も
狭
い
（
強
制
通
庸
力
箸
こ
と
、
金
瑚
の
棉
敬
、
分
別
に
不
便
空
こ
と
、
使
 
 

用
の
習
慣
の
程
度
の
差
等
に
図
る
。
又
時
と
し
て
不
渡
小
切
手
の
出
る
成
れ
あ
る
こ
と
も
闘
係
す
る
）
が
、
兎
に
角
流
通
す
る
限
り
 
 

に
於
で
は
通
貨
と
し
て
の
働
き
を
な
し
た
警
於
て
、
銀
行
券
と
攣
り
は
無
い
（
小
切
手
が
不
渡
と
な
つ
た
場
合
は
、
鍔
竿
銀
行
 
 

預
金
道
心
風
と
其
の
賞
牌
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券
に
就
い
て
悔
追
や
那
通
が
敬
礼
さ
れ
た
場
合
と
同
株
に
、
通
貨
と
し
て
は
無
数
と
成
る
）
。
 
 
 

以
上
の
如
き
埋
由
に
依
っ
て
、
常
座
視
金
を
基
礎
と
し
て
振
出
さ
れ
る
小
切
手
は
、
常
座
預
金
を
代
表
し
て
通
貨
と
し
て
流
感
す
 
 

る
が
故
に
、
両
者
共
に
通
貨
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
経
っ
で
常
座
預
金
を
預
金
通
鷲
と
柄
す
る
な
ら
ば
、
小
切
手
を
小
切
手
通
貨
 
 
 

と
言
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
右
の
如
き
桝
耕
七
射
し
て
は
、
問
題
と
な
ト
得
る
郡
が
残
存
す
る
。
そ
れ
は
、
右
の
如
き
解
膵
は
、
毀
余
通
貨
と
し
て
 
 

常
塵
翫
金
と
小
切
手
と
を
二
鼻
に
貨
幣
と
し
で
数
へ
る
も
の
で
あ
つ
で
、
之
れ
は
許
さ
れ
な
い
と
の
意
見
の
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
㈹
 
 

私
は
之
れ
は
、
‡
と
し
て
通
貨
と
物
慣
と
の
耕
係
に
就
い
て
起
る
問
題
と
考
へ
る
が
、
此
釦
に
就
い
て
次
に
述
べ
る
。
 
 
 

小
切
手
が
振
田
さ
れ
て
流
通
し
て
ゐ
る
問
は
、
乏
れ
に
代
表
せ
ら
れ
て
ゐ
る
常
座
預
金
は
未
ぼ
動
い
て
ゐ
な
い
。
預
金
の
振
替
に
 
 

依
っ
て
預
金
が
動
く
の
は
、
小
切
手
が
銀
行
に
戻
っ
て
流
通
を
止
め
た
時
で
あ
る
。
従
っ
て
物
惜
と
の
圃
偵
に
於
て
は
、
小
切
手
の
流
 
 

通
繍
（
小
切
手
の
金
繊
に
、
そ
れ
が
支
彿
決
済
手
段
と
し
て
川
ひ
ら
れ
た
晒
回
度
数
を
東
じ
た
る
も
の
）
の
み
が
紙
質
力
と
し
て
作
川
 
 

し
得
る
。
此
の
意
味
に
放
て
、
東
山
さ
れ
た
小
切
手
の
命
頗
と
そ
れ
に
代
表
せ
ら
れ
る
首
座
預
金
顧
と
を
二
弦
に
購
褒
力
と
し
て
作
 
 

用
し
た
も
の
と
し
て
数
へ
る
こ
と
は
出
奔
な
い
で
あ
ら
う
。
然
ら
ば
叫
方
に
於
て
、
小
切
手
に
代
表
せ
ら
れ
て
ゐ
る
常
座
預
金
は
其
 
 

の
閑
職
買
力
と
し
て
働
か
ぬ
以
上
、
之
れ
を
通
貨
で
は
な
い
と
し
で
通
貨
の
中
か
ら
除
去
し
得
る
か
と
言
へ
ば
、
そ
れ
を
認
め
る
こ
 
 

と
は
出
来
な
い
と
考
へ
る
。
何
と
な
れ
ば
代
表
せ
ら
れ
て
ゐ
る
常
産
預
金
は
、
元
釆
小
切
手
の
振
机
さ
れ
る
基
礎
と
し
て
、
叉
必
要
 
 

に
應
じ
て
現
金
が
引
出
さ
れ
る
源
泉
と
し
て
、
山
崎
博
士
の
冨
は
れ
る
支
挽
準
備
王
る
撤
能
を
紫
ん
で
ゐ
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
決
し
 
 
 

高
聡
嵩
軍
閥
栄
華
校
紀
元
二
千
六
甘
牢
記
念
論
文
簾
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で
所
動
を
全
く
中
止
し
た
も
の
セ
は
な
い
。
只
小
切
手
が
流
通
し
て
ゐ
る
問
は
、
之
れ
に
代
表
せ
ら
れ
て
ゐ
る
預
金
は
購
買
力
と
し
 
 

て
働
い
で
ゐ
な
い
と
冨
ひ
得
る
の
み
で
あ
る
○
 
 

伺
、
右
に
述
べ
誉
と
こ
ろ
と
糾
聯
し
て
活
動
を
中
止
し
て
ゐ
る
貨
幣
は
貸
簡
と
見
ら
れ
ぬ
と
い
ふ
考
入
方
が
時
と
し
て
存
す
 
 

る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
就
い
て
、
私
は
退
蔵
せ
ら
れ
て
ゐ
る
貨
幣
も
、
そ
れ
を
全
く
流
通
せ
し
め
る
こ
と
を
断
念
し
た
様
な
場
合
 
 

（
例
へ
ば
挿
物
館
の
蒐
集
の
目
的
物
と
甘
つ
た
場
含
を
除
い
て
は
、
央
張
貨
幣
で
あ
る
と
見
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
小
切
手
が
 
 

流
通
し
て
ゐ
る
聞
は
そ
れ
と
首
座
預
金
と
を
二
重
に
饉
塵
と
し
て
見
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
之
れ
は
二
重
に
な
つ
て
も
美
文
 
 

へ
な
い
と
恩
は
れ
る
。
斯
か
る
二
重
幽
係
は
、
i
E
貨
準
備
と
其
れ
を
基
礎
と
し
て
智
行
せ
ら
れ
た
る
銀
行
券
と
の
間
に
於
て
も
、
亦
銀
 
 

行
券
を
以
て
立
彿
準
備
と
す
る
場
合
に
そ
れ
と
預
金
と
の
問
に
於
て
も
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
ロ
ハ
小
切
手
は
他
の
諸
形
態
の
通
貨
に
 
 
 
 
 
 
澤
 

．
∵
 
 

比
べ
で
、
通
貨
と
し
て
持
糖
的
に
流
通
す
る
こ
と
が
最
も
短
い
だ
け
、
流
通
を
止
め
て
消
滅
す
る
こ
と
も
敢
も
早
い
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

円
 
山
崎
螢
次
郎
 
改
訂
貨
幣
認
本
 
∵
T
ト
二
〓
た
 
 
 

の
 
山
崎
党
次
郎
 
前
払
苔
 
剛
○
貴
。
 
 
 

拘
 
同
 
番
 
 
二
六
貫
。
 
 
 

川
 
山
崎
盤
次
郎
 
貨
幣
問
題
雑
観
 
…
○
－
一
≡
煮
。
 
 
 

拘
 
山
崎
俊
次
郎
 
改
訂
食
滞
縛
本
 
二
先
茸
。
 
 
 

の
 
同
 
書
 
 
〓
六
夢
。
 
 
 

の
 
間
 
欝
 
八
－
一
〇
貰
。
 
 

汚
金
遺
賢
と
北
ハ
の
貨
鰻
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命
 
 中
谷
賓
 
 
前
祝
雷
 
四
六
－
四
七
貫
参
照
。
 
 

動
 
高
揖
保
馬
 
 
前
抱
番
 
仙
四
山
東
。
一
九
大
貫
。
 
 

（
ま
こ
 
小
島
博
士
は
、
小
切
手
な
る
も
の
は
、
形
式
上
に
於
て
は
、
常
座
預
金
者
が
銀
行
に
劃
し
て
典
の
券
面
記
澱
の
金
叡
の
現
金
支
排
を
 
 

疫
託
す
る
各
面
に
な
つ
て
ゐ
る
が
、
元
来
は
イ
ギ
リ
ス
に
於
て
個
人
銀
行
が
、
英
蘭
銀
存
銀
行
券
の
適
役
と
し
て
の
優
越
の
地
位
を
奪
は
ん
 
 

が
た
め
忙
、
「
そ
の
印
刷
形
式
に
よ
る
も
の
を
使
用
し
初
め
た
こ
と
に
よ
り
、
劇
般
に
普
及
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
使
用
の
 
 
 

n
帰
朝
よ
り
、
預
金
を
預
金
の
ま
ゝ
で
、
過
払
と
し
て
通
用
せ
し
む
る
の
漁
具
と
し
て
用
ひ
ら
れ
た
の
で
あ
乙
こ
と
富
は
れ
て
ゐ
る
（
小
島
良
 
 

太
郎
閉
路
青
主
二
大
－
三
二
七
貰
）
。
之
れ
に
就
い
て
、
私
は
次
の
如
く
考
へ
る
。
博
士
の
富
は
れ
る
が
如
く
、
小
切
手
は
形
式
上
現
金
 
 
 

の
支
排
を
求
め
る
寄
廊
と
な
つ
て
周
る
、
徒
っ
て
現
金
引
出
の
要
求
が
あ
る
以
上
、
銀
行
は
勿
論
之
れ
に
應
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
 
 
 

る
。
然
し
元
琴
小
切
手
が
考
へ
出
さ
れ
た
の
は
、
常
座
預
金
の
儀
で
移
略
せ
し
め
る
法
具
と
し
て
と
い
ふ
よ
り
も
、
寧
ろ
銀
行
券
と
圃
様
 
 
 

に
通
貨
の
如
く
に
依
田
さ
せ
て
、
小
切
手
を
流
速
せ
し
め
ん
と
す
る
た
め
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
ふ
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

倫
、
小
島
博
士
ほ
、
我
国
の
銀
行
的
用
語
と
し
て
「
現
金
」
と
い
ふ
雷
光
が
甚
だ
瞳
瞳
で
あ
る
脚
例
と
し
て
、
翌
日
の
交
換
に
於
て
入
金
せ
 
 
 

ら
れ
る
小
切
手
を
現
金
と
見
徹
し
て
ゐ
る
こ
と
を
、
傘
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
之
れ
に
就
い
て
は
、
其
他
の
例
と
共
に
（
前
抱
苔
 
ミ
ニ
函
－
≡
 
 

ニ
孟
賞
金
照
）
、
私
托
博
士
の
注
意
せ
ら
れ
る
如
く
、
「
銀
行
舶
用
欝
に
於
て
は
、
現
金
な
皇
日
粟
は
、
甚
だ
麗
く
用
ひ
ら
る
ゝ
こ
と
が
奉
る
 
 
 

か
ら
、
昏
々
が
、
銀
行
忙
於
て
作
成
せ
ら
る
ゝ
諦
統
計
を
、
利
用
計
る
暴
食
忙
は
、
こ
の
鮎
忙
つ
い
て
、
相
常
の
浅
海
を
排
は
な
け
れ
ば
、
 
 

現
数
を
誤
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ら
う
」
と
い
ふ
こ
と
を
軍
屈
す
る
も
の
で
あ
り
、
狭
義
の
現
金
箪
貨
と
常
掩
鹿
金
及
び
小
切
手
と
の
区
別
を
 
 
 

す
る
必
吏
が
あ
る
と
恩
ふ
も
の
で
あ
る
。
貝
だ
、
私
は
翌
日
の
手
形
交
換
所
に
持
甘
さ
れ
る
小
切
手
を
受
入
銀
行
が
現
金
と
肴
徹
し
、
叉
簿
記
 
 
 

に
於
て
受
入
小
切
手
を
現
金
と
看
倣
し
て
記
帳
す
る
と
い
ふ
習
慣
が
行
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
首
座
預
金
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
小
切
手
 
 

が
過
食
と
し
て
見
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
は
な
∧
い
か
と
息
ふ
。
而
し
て
此
鮎
ほ
、
預
金
適
役
否
定
論
者
の
考
ふ
べ
き
鮎
′
と
思
ふ
 
 
 

高
聡
高
等
蘭
薬
袋
校
紀
元
二
千
六
有
年
記
念
論
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も
の
で
あ
る
。
 
 

緒
 
 

言
 
 

以
上
、
私
は
巌
初
に
序
ぎ
於
て
述
べ
た
る
が
如
晶
序
に
於
て
、
関
金
通
貨
の
有
力
甘
る
膏
鹿
痴
夢
批
評
し
∵
関
金
通
貨
青
史
 
 

の
理
由
及
び
其
の
流
通
の
根
棟
を
述
べ
富
後
、
其
の
賓
岱
に
攣
る
問
題
に
入
つ
に
の
で
あ
る
。
而
し
て
之
れ
笹
押
す
る
諸
節
の
 
 

見
御
姦
討
し
た
る
結
兼
、
預
金
通
皆
の
驚
警
羞
賢
か
小
讐
か
濡
れ
か
の
妄
に
限
る
訟
に
於
て
も
、
叉
其
の
驚
警
 
 

笛
座
預
金
と
見
、
従
っ
て
小
切
手
を
其
の
移
柏
の
手
段
と
見
乍
ら
、
倍
或
る
場
合
に
は
小
切
手
を
通
貨
と
認
め
る
詭
に
於
て
も
、
反
 
 

駁
せ
ら
る
べ
き
鮎
が
著
干
存
す
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
其
等
の
鮎
が
如
何
に
し
て
除
か
れ
、
叉
如
何
に
説
明
す
べ
き
 
 

か
を
考
へ
た
る
結
盛
、
結
局
魂
さ
れ
て
ゐ
る
考
へ
方
と
し
で
は
J
苫
慮
預
金
と
小
切
手
と
を
共
に
通
貨
と
見
る
外
は
無
い
と
い
ふ
方
 
 

向
に
進
ん
忘
で
芝
。
然
し
乍
ら
此
の
見
方
牽
探
る
時
に
於
て
、
問
題
と
し
て
起
り
得
る
も
の
が
宋
†
換
想
せ
ら
れ
る
‥
蒜
に
、
 
 

之
等
の
問
題
に
裁
い
て
私
の
解
柊
を
故
後
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
、
従
来
預
金
適
警
笛
塵
預
金
か
小
切
手
か
の
何
れ
 
 

か
〓
カ
に
限
る
時
に
生
す
る
矛
眉
は
殆
ん
と
取
除
か
れ
た
の
で
は
鋤
い
か
と
忍
ふ
。
 
 

然
し
或
は
尚
、
反
封
論
の
讐
飴
地
及
び
私
が
見
落
し
て
ゐ
る
鋸
が
あ
る
や
も
知
れ
サ
、
2
等
の
鮎
に
就
い
て
ほ
警
を
仰
ぎ
た
 
 

い
と
讐
て
ゐ
る
。
叉
私
の
詑
述
に
於
て
不
充
分
に
見
え
る
鮎
が
雪
と
恩
は
れ
る
。
特
に
貨
幣
の
本
質
的
職
能
と
其
他
の
諸
機
能
 
 

と
の
闘
係
、
貸
簡
と
信
用
と
の
組
係
、
曙
簡
と
見
る
べ
㌢
も
妙
義
箇
、
預
金
通
貨
の
流
通
速
度
等
囁
れ
る
べ
く
し
て
、
述
べ
な
か
 
 

っ
た
事
柄
も
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
此
虎
で
叫
兜
づ
打
切
る
こ
と
＞
す
る
。
 
 

預
金
通
放
と
此
（
の
蟹
憾
 
 

〓
ハ
九
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